
２０２２年５月２５日

東証スタンダード：３０５８

２０２２年３月期
決算説明会

IR情報はこちら

https://ir.sanyodo.co.jp/



本資料の取り扱いについて

本資料は当社の事業及び業界動向についての当社による現在の予定、

推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが伴って

います。既に知られたもしくはいまだ知られていないリスク、不確かさその

他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引

き起こさないとも限りません。当社は将来の展望に対する表明、予想が正

しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、さらに

悪いこともありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、現在利用可能な情報に

基づいて、当社により現時点においてなされたものであり、将来の出来事

や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、

変更するものではありません。
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グループ会社一覧

三洋堂書店 三洋堂プログレ

三洋堂ホールディングス

99％ 97.5％



Ⅰ．２０２２年３月期 決算レビュー

（２０２１年４月~２０２２年３月）



主な経営指標の推移（連結）
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21年3月期 22年3月期 前年差 前年比

売上高 ２０,８８５ １８,８５３ △２,０３１ ９０.３％

営業利益 ６３６ ５ △６３０ ０.９％

経常利益 ６６９ ３９ △６２９ ５.９％

当期純利益 １８７ △２７５ △４６２ －

純資産額 ３,３７５ ３,０７９ △２９６ ９１.２％

総資産額 １４,７６２ １３,４５０ △１,３１２ ９１.１％

自己資本比率 ２２.９％ ２２.９％ ０.０％ －

1株当たり純資産額（円） ４６３.２５ ４２２.７４ △４０.５１ ９１.３％

1株当たり純利益（円） ２５.７２ △３７.８０ △６３.５２ －

ROE ５.８％ △８.５％ △１４.３％ －

従業員数（人） ２０６ １９９ △７ ９６.６％

（単位：百万円、％）



連結損益計算書実績
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（単位：百万円、％）

ポイント
・売上高と売上総利益は、巣ごもり需要の反動などから、大変厳しい状況となりました。
・販売費及び一般管理費は、労働時間の削減により人件費などが減少し、前年比９８.２％で１億４
百万円の減少となりました。
・減損損失が３億１２百万円（前期は３億６９百万円）を計上したことから、当期純損失となりまし
た。

21年3月期 22年3月期 前年差 前年比

売上高 ２０,８８５ １８,８５３ △２,０３１ ９０.３％

売上総利益 ６,３７４ ５,６３９ △７３４ ８８.５％

販管費 ５,７３７ ５,６３３ △１０４ ９８.２％

営業利益 ６３６ ５ △６３０ ０.９％

経常利益 ６６９ ３９ △６２９ ５.９％

当期純利益 １８７ △２７５ △４６２ －
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売上高・経常利益・当期利益 推移
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連結貸借対照表実績
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（単位：百万円）

21年3月期 22年3月期 前年差

流動資産 ９,７９７ ８,９４５ △８５１

固定資産 ４,９６５ ４,５０５ △４６０

流動負債 ８,３６０ ７,１５４ △１,２０５

固定負債 ３,０２６ ３,２１５ １８９

純資産 ３,３７５ ３,０７９ △２９６

総資産 １４,７６２ １３,４５０ △１,３１２

ポイント

・固定資産が４億６０百万円減少しました。主な要因は、減損損失の計上となります。

・流動負債が１２億５百万円減少しました。主な要因は、売上の減少に伴い、買掛金と電子記
録債務の合計額が８億８２百万円減少したことによります。

・自己資本比率は、２２.９％から２２.９％と変動はありません。



連結キャッシュ・フロー計算書実績

10

（単位：百万円）

21年3月期 22年3月期 前年差

営業キャッシュ・フロー １,０９７ △９４９ △２,０４６

投資キャッシュ・フロー △３３０ △２９９ ３１

財務キャッシュ・フロー △５１４ ２１４ ７２８

現金及び現金同等物残高 ３,９０５ ２,８７１ △１,０３４

ポイント

•営業キャッシュフローは、減価償却費が３億４１百万円及び減損損失が３億１２百万円であり
ましたが、一方で税金等調整前当期純損失が２億９０百万円、仕入債務の減少が８億８２百万
円、たな卸資産の増加４１百万円あったため、資金の使用が大きくなりました。

•投資キャッシュフローは、有形固定資産の取得による支出が２億６０百万円あったため、前
期と同程度で推移いたしました。

•財務キャッシュフローは、長期借入れによる収入が７億円あった一方で、長期借入金の返
済が４億８５百万円あったことによるものです。



Ⅱ．２０２２年３月期 部門別業績レビュー
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2021年

4月
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2022年

1月
2月 3月 4月

既存店 87.0% 87.5% 98.3% 91.6% 89.1% 95.8% 92.0% 87.7% 87.1% 89.6% 86.4% 91.2% 90.9%

全国書店 104.8% 92.4% 95.2% 94.1% 92.7% 95.9% 88.3% 87.3% 84.0% 86.4% 82.4% 89.2% 91.8%
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既存店売上高前年比 月次推移

※全国書店の数値は、日本出版販売㈱調べ



商品部門別売上高

21年3月期 22年3月期 前年差 前年比

書店部門 １３,８５０ １２,３４１ △１,５０８ ８９.１％

レンタル部門 １,７９６ １,４９３ △３０３ ８３.１％

文具・雑貨・食品部門 ２,０６３ １,８７５ △１８８ ９０.９％

セルＡＶ部門 １,０６３ ９２４ △１３９ ８６.９％

ＴＶゲーム部門 ８３２ ９５６ １２４ １１４.９%

古本部門 ７２７ ７０３ △２３ ９６.７％

新規事業部門 ２６１ ２８１ ２０ １０７.８%

その他 ２９０ ２７７ △１３ ９５.４％

合計 ２０,８８５ １８,８５３ △２,０３１ ９０.３%
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（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売部門およびその他になります。



商品部門別売上総利益高

21年3月期 22年3月期 前年差 前年比

書店部門 ３,４５３ ３,０１４ △４３９ ８７.３％

レンタル部門 ９９５ ８３６ △１５９ ８４.０％

文具・雑貨・食品部門 ６９５ ６０２ △９３ ８６.６％

セルＡＶ部門 ２４３ １７６ △６６ ７２.７％

ＴＶゲーム部門 １５４ １９９ ４５ １２９.２％

古本部門 ４４９ ３９６ △５２ ８８.２％

新規事業部門 １５６ ２００ ４３ １２７.９％

その他 ２２５ ２１３ △１１ ９４.７％

合計 ６,３７４ ５,６３９ △７３４ ８８.５％
14

（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売部門及びその他になります。
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（１）書店部門
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百万円

・前期のコミックの大ヒットや、
巣ごもり需要の反動から、
大変厳しい状況で推移

・昨対100％を超える月がなかっ
た

・売上前年比
全店：89.1％、既存店：88.8％
（上期）
全店：92.3％、既存店：92.3％

店
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（２）文具・雑貨・食品部門
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・新学期の始まった2021年4月だ
けがプラスとなる

・2021年5月以降はマイナスが継
続し、厳しい状況となる

・売上前年比
全店：90.9％ 既存店：90.8％
（上期）
全店：91.3％ 既存店：91.5％
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（３）レンタル部門
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・継続的なマーケットの縮小と、
動画配信との競争が継続し、厳し
い状況が続く

・トレカ館の導入に伴い、売場の縮
小を実施している

・レンタル商品の中古販売を進めて
利益を確保

・売上前年比
全店：83.1％、既存店：82.8％
（上期）
全店：78.5％、既存店：78.3％
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（４）ＴＶゲーム部門
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・中古トレカの買取と販売を行う
トレカ館を６店舗で導入し、
合計で７店舗となった

・トレカの人気が追い風となり、
ＴＶゲーム部門は昨対でプラス
となった

・売上前年比
全店：114.9％、既存店109.5％
（上期）
全店：102.6％、既存店98.7％
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（５）セルＡＶ部門
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・音楽配信や動画配信の影響な
ど、市場環境が厳しい状況

・新作の発売不足が影響

・2021年6月のみ、「鬼滅の刃」の
DVDが発売となりプラスとなった

・売上前年比
全店：86.9％、既存店：85.4％
（上期）
全店：83.9％、既存82.6％
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（６）古本部門
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・前期の巣ごもり需要の反動があ
り売上が減少

・雑誌と学参の買取・販売を拡大

・キャッシュレス買取も実施中

・1店舗で古本売場を導入した

・売上前年比
全店：96.7％、既存店95.6％
（上期）
全店：94.7％、既存店94.3％
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（７）新規事業部門
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・フィットネス事業は、前期の休業
の影響があり、売上が増加

（会員数の回復はまだまだ）

・内訳
ﾌｨｯﾄﾈｽ １９５百万円

（期首１０店→期末１０店）

教室 ７８百万円
（期首３校→期末３校）

ﾗﾝﾄﾞﾘｰ ４百万円（１店）
カフェ ２百万円（１店）

・売上前年比 （上期）
全店：107.8％ 全店：121.0％
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商品部門別売上高構成比（占有率）
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２０２１年３月期 ２０２２年３月期

書店
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Ⅲ．２０２２年３月期
今期の取り組み



Ⅲ-1．開店と改装
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２０２２年３月期 出退店実績

２０２２年

３月期
期首 出店 閉店

店舗数
７4店

３校
3店 1店

延床面積
36,341坪

（491坪）

1,064坪

（355坪）

480坪

（480坪）

売場面積
31,025坪

（419坪）

935坪

（312坪）

440坪

（440坪）

期末

７６店

3校

36,925坪

（486坪）

31,387坪

（413坪）

※上記の出店・閉店以外に、数店舗で改装等により、売場面積の変更を行っております。
※（ ）内の数値は、１店舗当たりの平均値となります。



２０２２年３月期 出退店実績

店名 開店年月 所在地 立地 延べ床面積

シャオ西尾店 2021年4月 愛知県西尾市 インショップ型 592坪

菰野店 2021年5月
三重県三重郡

菰野町
N・S・C型 415坪

スマ本屋名鉄神宮前店 2021年7月 名古屋市熱田区 インショップ型 57坪

店名 閉店年月 所在地 立地 延べ床面積

サーキット通り店 2021年9月 三重県鈴鹿市 N・S・C型 480坪

26

 出店・増床実績

 退店実績

※サーキット通り店は、スポーツクラブアクトスWill_Gも閉店となりました。



地域別店舗数

岐阜県, 

27

愛知県, 

26

三重県, 8

奈良県, 5

滋賀県, 5

千葉県, 2
その他, 3

店舗数

岐阜県 ２７店舗

愛知県 ２６店舗

三重県 ８店舗

奈良県 ５店舗

滋賀県 ５店舗

千葉県 ２店舗

茨城県 １店舗

長野県 １店舗

福井県 １店舗

合計 ７６店舗

27

２０２２年３月末現在
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1.シャオ西尾店（愛知県西尾市）

• ２０２１年４月２９日（木）オープン 延床面積 ３９７坪

• 売場面積 ３１９坪

• 取扱商品 本、古本、文具･雑貨、玩具、

CD･DVD、TVゲーム、トレカ

買取：本、ゲーム

• 営業時間 平日：１０：００～２０：００

• 駐車台数 900台（共用）

• おしろタウン「SHAO（シャオ）」内の２階

※スポーツクラブアクトスWill_Gは、180坪で、
６月1日にオープン

※西尾市の２店舗目





2.菰野店（三重県三重郡菰野町）

・2021年5月28日（金）オープン 延床面積415坪

・売場面積 379坪

・TSUTAYAブックスクウェア菰野店の2021年3月28日
閉店に合わせ、イオンタウンに居抜き出店

・取扱商品 販売（本、文具・雑貨・玩具、レンタルDVD・
CD・コミック、セルCD・DVD、古本、トレカ､
ゲーム）、買取（古本、ゲーム、トレカ）

・営業時間 9：00~23：00

・駐車台数 780台（共有）

※トレカコーナーは７月22日にオープン
30
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3.「スマ本屋」名鉄神宮前店
（名古屋市熱田区）

・ 2021年7月20日（火） オープン

・売場面積 57坪

・名鉄「神宮前」駅の2階改札出口正面

・駅乗降客数：33,766人/日（2019年度）

・「μＰＬＡＴ（ミュープラット）神宮前」開業に合わせて、
名鉄「神宮前」駅の施設内に出店

・高生産性指向の小型店として実験的要素にトライし、
クリック＆コレクトを推進

・営業時間 平日：7：00~21：00、土日祝：8：00~20：00

・駐車台数（μＰＬＡＴ共用立体駐車場） 170台

・取扱商品 本、文具のみ
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便利でスマートなスマ本屋
①スマホで注文、通勤通学のついでに受け取れる！
取寄品は「スマート受取」ボックスからセルフで取り出せます！

定期購読は「ざっしの毎号留め置き便」でスマートにお取り寄せ！

②セルフレジでスマートに会計できる！
現金、クレジット、QRコード等

マナカなどの交通系電子マネー

も使えます！

③人気の本・話題の本が目に飛び込んで来るから

スマートにパパっと買えちゃう！
通勤通学で通るあなたにお薦めの商品が刺さります！
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巨大ＱＲコードを掲示







4.スポーツクラブ アクトスWill_G

シャオ西尾店オープン
• オープン：2021年6月1日（火）

• 面 積 ：１８０坪

• ランニングマシン22台他 マシン合計50台
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スポーツクラブ アクトスWill_G

上期のオープン店舗

店舗名 開店日 備考

シャオ西尾店 2021年6月1日（火） 180坪

40

※2022年3月末段階で累計10店舗（+賃貸1）となります。
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5.豊さと店トレカ館導入改装

•2022年1月29日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：57.4坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【120席】）

•営業時間：9時～23時

• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】







44

6.香芝店トレカ館導入改装

•2022年3月26日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：45.7坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【84席】）

•営業時間：9時～24時

• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】











2022年3月期のトレカ館導入

店舗名 開店日 トレカコーナー
面積

デュエルスペース
席数（最大）

鳥居松店 2021年5月15日 40.8坪 ６８席

菰野店 2021年7月22日 25.9坪 ６４席

穂積店 2021年9月25日 64.8坪 １０８席

中津川店 2021年11月13日 40.3坪 ７２席

豊郷店 2022年1月29日 57.4坪 １２０席

香芝店 2022年3月26日 45.7坪 ８４席

49

・レンタル売場の撤退/縮小後のスペースを利用する新
たな事業として推進してまいります。



Ⅲ-2.スマート化への取り組み



既存店をスマ本屋へ転換

51

店名 スマート化日付 備考

本新店 2021年12月15日 独立看板設置

新開橋店 2022年1月26日 1階カウンター

豊郷店 2022年1月29日 トレカ館と同時

碧南店 2022年2月17日

星川店 2022年3月3日

こまき店 2022年3月17日

香芝店 2022年3月26日 トレカ館と同時



Ⅲ-3.収益力強化の取り組み



（1）返品率の改善

• 今期は、売上高の減少に伴い、さらに送品内
容を調整して、返品を抑制している

• 前期2021年3月期の年間累計の返品率は、
33.9％であった

• 今期の2022年3月までの累計は 32.2％

• 返品率の目標値は25％である

• 引き続き、トーハンと協力し、送返品の物量
抑制に注力し、経費の削減につなげる
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（１）返品率の改善

• 以前の返品率は45％程度であったが、取り組みを開
始して以来、35％を切る率にまで改善した。

54



（２）セルフレジ導入

統合セルフレジ １２店に導入

「セルフレジ」を累計７０店舗に導入済み

※レンタル専用のセルフレジは全て統合に置き換わりました

導入店舗のセルフレジ利用率は78％前後で推移

＊統合セルフレジ
レンタル、物販を同時に取扱い可能なセルフレジ
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（２）セルフレジ導入
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既存店 ２０１９.３ ２０２０.３ ２０２１.３ ２０２２.３

導入店 ２０店舗 ４６店舗 ６１店舗 ７０店舗

レンタルのみ １５店舗 １６店舗 ３店舗 ０店舗

統合セルフ
レジ

５店舗 ３０店舗 ５８店舗 ７０店舗

未導入店 ６０店舗 ３１店舗 １３店舗 ６店舗

・2022年3月期の上半期に開店した３店を含めて、期末には
全て統合セルフレジとなり、導入店舗数は70店舗となりました。



Ⅲ-4.その他



東証の市場再編

• 2022年４月に、プライム市場、スタンダード市
場、グロース市場に再編された

ＪＡＳＤＡＱスタンダード
⇓

スタンダード市場へ移行

• 東証から、スタンダード市場への上場維持基
準に適合している、との１次判定を受領

• 2022年4月4日に、「スタンダード市場」へ
移行致しました
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Ⅳ．２０２３年３月期

今後の取り組み



Ⅳ-１．既存店をスマート化



スマ本屋を全店に水平展開

• 既存店のスマート化を一気に推進

• 「三洋堂書店○○店」 ⇒⇒
「スマ本屋三洋堂○○店」に変更

• スマ本屋のネットの仕組みは全店と共通

• スマホで注文、お店のスマート受取ボックスから
取り出し、セルフレジでお会計を広めていく

• 顧客に新たな使い方を提案し、体験してもらい、
便利さを実感していただく
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スマ本屋のサービス一覧

62



①スマ受取BOX



②スマート化告知

屋外の独立看板



②スマート化告知

屋外の壁面看板



カウンター周りのサイン

②スマート化告知



B2 サイズの3連ポスター告知

②スマート化告知
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セルフレジ周りのサイン・告知

②スマート化告知



4種の壁面サイン

②スマート化告知



3種の床サイン

②スマート化告知
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③ラッピング台画像
③ラッピング台



サービスカウンターを小さく、セルフレジを広くする

④カウンター最適化



Ⅳ-２．トレカ館導入



トレカ館の導入を推進

• ２０２１年度は、６店舗にトレカ館を導入し、
累計で７店舗となった

• ２０２２年度は、前年以上の店舗数でトレカ館
の導入を行い、ＴＶゲーム部門の更なる売上
向上を狙う

• ２０２２年６月に、今期の１店舗目をオープン
する予定で準備中

• 下期には、毎月オープンする予定

• ９店舗をオープン予定（期末に１６店舗へ）
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Ⅳ-３．Web機能強化



Web機能強化の取り組み

サイトで
店頭在庫照会・取り置き

7月
予定

三洋堂サイトと連携
LINEでも

ネットで注文、お店で受け取り

LINEアプリ

9月
予定
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Web機能強化の取り組み

オリジナル特典付

CD・DVD

トレカ

サイトで
取扱商材拡大

来年
1月
予定

サイトで
決済・宅配受注

来年
1月
予定
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Web機能強化の取り組み

“地元”イベント

イベント

随時

Webサイン会

オリジナルグッズ販売

随時

グランパス遊び箋

オリジナル柄グッズ

78



Ⅳ-4．減資について



減資の実施について

• 2022年6月21日（火）定時株主総会に上程
議案：資本金の額の減少

• 今後の機動的かつ柔軟な資本政策の実現と
適切な税制の適用を通じて財務内容の健全
性を向上させる

• 資本金19億86百万円を1億円まで減資して、
その他資本剰余金へ振り替える（無償減資）

• 純資産の部の中での勘定科目間の振替とな
り、発行済み株式総数や1株あたり純資産額
などへの影響はありません
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無償減資として実施

2022年3月末時点三洋堂HD単体

純資産の部 (単位：千円）

株主資本

資本金 1,986,000

資本剰余金 1,138,914

資本準備金 1,130,452

その他資本剰余金 8,462

利益剰余金 △183,470

自己株式 △100,520

株主資本合計 2,840,923

評価・換算差額等 86,410

純資産合計 2,927,334

減資後

純資産の部 (単位：千円）

株主資本

資本金 100,000

資本剰余金 3,024,914

資本準備金 1,130,452

その他資本剰余金 1,894,462

利益剰余金 △183,470

自己株式 △100,520

株主資本合計 2,840,923

評価・換算差額等 86,410

純資産合計 2,927,334
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スケジュール

手続き 日程

取締役会決議 5月13日（金）

招集通知発送 6月6日（月）

株主総会（特別決議） 6月21日（火）

債権者異議申述期間
（電子公告、官報公告）

6月22日（水）
～7月22日(金)

効力発生日 7月25日(月)

※特別決議：議決権の過半数を有する株主が出席した株主総会において、
出席した株主の議決権の3分の2以上の賛成を必要とする決議
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Ⅴ．２０２３年３月期 業績予想

（2022年4月~2023年3月）
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２０２３年３月期 連結業績予想

計画 2022.03 前年差 前年比

売上高 １８,０００ １８,８５３ △８５３ ９５.５％

売上総利益 ５,４６０ ５,６３９ △１７９ ９６.８％

営業利益 ０ ５ △５ －

経常利益 ２０ ３９ △１９ ５０.５％

当期純利益 △８０ △２７５ １９５ －

（単位：百万円、％）

・引き続き新規店の他、新規事業や業務効率化への積極的な投
資により経費が嵩む見込みです。
・主力の書店部門の売上が厳しく推移すると見込まれる。
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設備投資の内訳

21年3月 22年3月 22年計画 増減

新規出店による投資 ６ ６７ １６４ ９７

情報システム投資 １８２ ４０ ９９ ５９

改装等 ５３ ４１ １０５ ６４

新規事業投資 １９ １５ ５２ ３７

その他 ４８ ５７ １５０ ９３

設備投資計 ３１０ ２２０ ５７０ ３５０

減価償却費 ３６６ ３４１ ３００ △４１

（単位：百万円）

•前事業年度は、3店舗の新規店の他、トレカ館の導入改装や、勤怠システクのリプレースなどの投資を
実施いたしました。

•当事業年は、新店の投資や新規事業の他、店舗の改装を予定しております。また、Webサイトやその他
システムへの投資を実施する予定です。
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設備投資 推移

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期（予定）

その他 39 47 41 48 57 150

情報システム 33 68 122 182 39 99

新規出店 17 181 100 6 67 164

改装等 152 208 35 53 41 105

新規事業 42 367 63 19 15 52
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2023年３月期 投資のまとめ

• 設備投資総額 ５億７０百万円（予定）

• 新店への投資を始め、一定水準の投資を計画

• フィットネスやその他新規事業への投資

• Webサイトへの追加投資を実施し、Webマー
ケティングを推進

• 書店や古本の売場の改装、トレカ館の導入改
装を予定

• 商品管理システムを刷新予定

※上記は、保証金や経費などを除外した設備投資金額
87



88

出退店推移

2017年

3月期

2018年

3月期

2019年

3月期

2020年

3月期

２０２1

年

３月期

２０２２年

３月期

２０２３年

３月期

見込み

出店
２店

2校

1店

2校
２店 １店 １店 ３店 ４店

閉店 ２店 1店 ５店 ４店 ４店 １店 ２店

期末

店舗数

８３店

４校

８３店

６校

８０店

４校

７７店

３校

７４店

３校

７６店

３校

７８店

３校
１店舗
当たり
売場面積

４２５坪 ４１１坪 ４１２坪 41７坪 419坪 413坪 －

※期末店舗数のうち、校数は実際の教室数を表します。



2023年３月期 注力する課題
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２．スマート化の推進、生産性向上
・既存店をスマ本屋に転換する
・セルフレジの稼働率の向上
・スマ本屋のサービスをもっと便利にする

３．Ｗｅｂマーケティング拡大（スマホ連携）

・リニューアルしたＷｅｂサイトを、更にマーケティ
ングに活用するインフラへの積極投資

１．隣接事業の開発
・既存事業に隣接する新規事業への投資



これから三洋堂書店が目指すもの
（2008.05.28）
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ブロードバンド時代でも
顧客に必要とされる三洋堂書店

１．収益を映像・音楽コンテンツに依存しなくても
成立する三洋堂書店

２．カスタマー ソリューション ビジネスで
顧客の手間や煩わしさを解消する三洋堂書店

３．顧客に独自の「お値打ち」「御利益」「利便性」を
提供する三洋堂書店



会社概要
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１．商号： 株式会社三洋堂ホールディングス
２．所在地： 名古屋市瑞穂区新開町18番22号
３．代表者： 代表取締役社長加藤和裕
４．事業内容：書籍・雑誌、文具・雑貨、映像ソフト、音楽ソフト、ゲームソフト
の販売、レンタル（映像、音楽、コミック）、古本・中古ゲームソフトの買取り
販売、トレカの買取り販売、教育事業、保険代理業、フィットネス事業
５．資本金： １,９８６百万円（２０２２年３月末現在）
６．設立： １９７８年１２月（創立：１９５９年３月）
７．事業年度末：３月３１日
８．店舗数： ７６店舗（２０２２年４月末現在）
９．上 場： 東京証券取引所 （スタンダード）（証券コード３０５８）
10．三洋堂ホールディングス： https://ir.sanyodo.co.jp/

11.スマ本屋三洋堂公式チャンネル：
https://www.youtube.com/channel/UCfHhQO06rRl_29Cyd_Pvl2g


